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A-1) 専門領域：有機化学、構造有機化学、有機固体化学

A-2) 研究課題：

a) 分子間の弱い相互作用による分子配列制御と機能性分子集合体の構築

b) 新しいドナーおよびアクセプター分子の合成

A-3) 研究活動の概略と主な成果

a) クロラニル酸と種々の窒素配位子を用いて，Bifurcateな水素結合系超分子シントンを開発し，その分子配列制御能

を検討した。その結果，この超分子シントンにより，無限の一次元テープ構造を様々な分子系において構築できるこ

とを明らかにした。この系では，分子のスタッキングは，ほとんどの場合，分離積層型であり，分子配列がある程度予

測可能であることを示唆している。また，ビイミダゾリウム化合物の種々の包接共結晶の結晶構造を詳細に解析す

ることにより，その分子配列制御能を検討した。

b) 1,2,5-チアジアゾール，1,3-ジチオール，ピラジン，チアゾール，オキサジアゾールなどのヘテロ環を有する新しいド

ナーおよびアクセプター分子を合成・開発した。これらの中には，ヘテロ原子間の相互作用により特異な分子集合体

を形成するものや，高伝導性の電荷移動錯体およびラジカルイオン塩の成分分子となりうるものがあった。さらに，

チアゾールとオキサジアゾールをもつ分子に関しては，有機分子デバイスへの応用を目的として，そのFET特性や

電子輸送能，ホールブロッキング特性について検討し，興味ある知見を得た。

B-1) 学術論文

K. ONO, T. IWAO, H. UCHIUMI, T. SUZUKI, M. TOMURA, M. OHKITA and K. SAITO, “Molecular Arrangement in

the Cocrystals of 1,1',3,3'-Tetramethyl-2,2'-bi-1H-imidazolium Bis(tetraphenylborate) with Ketone, Aldehyde, and Nitrile as

Guest Molecules,” Bull. Chem. Soc. Jpn. 78, 867–872 (2005).

K. ONO, S. EZAKA, A. HIGASHIBATA, R. HOSOKAWA, M. OHKITA, K. SAITO, M. SUTO, M. TOMURA, Y.

MATSUSHITA, S. NAKA, H. OKADA and H. ONNAGAWA, “Macrocyclic and Acyclic Bis(2,5-diphenyl-1,3,4-oxadiazole)s

with Electron-Transporting and Hole-Blocking Ability in Organic Electroluminescent Devices,” Macromol. Chem. Phys. 206,

1576–1582 (2005).

M. AKHTARUZZAMAN, N. KAMATA, J. NISHIDA, S. ANDO, H. TADA, M. TOMURA and Y. YAMASHITA,

“Synthesis, Characterization and FET Properties of Novel Dithazolylbenzothiadiazole Derivatives,” Chem. Commun. 3183–

3185 (2005).

NARASO, J. NISHIDA, M. TOMURA and Y. YAMASHITA, “TTF Derivatives Containing Fused-Pyrazine Rings for

Novel Donor-Acceptor Systems,” Synth. Met. 153, 389–392 (2005).



264　研究系及び研究施設の現状

B-7) 学会および社会的活動

学協会役員、委員

日本化学会コンピューター統括委員会CSJ-Web統括的管理運営委員会委員 (2001-2002).

日本化学会広報委員会ホームページ管理委員会委員 (2003- ).

C) 研究活動の課題と展望

有機固体における電気伝導性，磁性，光学的非線形性などの物性の発現には，その分子固有の特質のみならず，集合体内

でどのように分子が配列しているかということが大いに関与している。そのため，このような機能性物質の開発には分子配列

および結晶構造の制御，つまり，分子集合体設計ということが極めて重要である。しかしながら，現状では，簡単な有機分子

の結晶構造予測さえ満足には成し遂げられていない。このことは，逆に言えば，拡張π電子系内に，水素結合などの分子間

の弱い相互作用を導入し，種々の分子集合体を設計・構築するという方法論には，無限の可能性が秘められているというこ

とを示している。今後は特に，ヘテロ原子間相互作用・C–H···π相互作用・立体障害といった新しいツールによる分子集合体

設計に取り組みたい。また，この分野の研究の発展には，新規化合物の開発が極めて重要であるので，「新しいドナーおよ

びアクセプター分子の合成」の研究課題も続行する。さらに，以上のような研究活動と安全衛生管理業務の効率的な両立を

常に念頭に置いている。




